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見通し 4-6月期 7-9月期 10-12月期 2024年1-3月期

景気
・大幅な金融引き締めを
背景に世界的な景気減速
・金融ｼｽﾃﾑ不安長期化?

金融
政策

・第2四半期以降に
欧米が利上げ停止
・2024年初には
米国が利下げへ

その他
・インフレの緩やかな低下
・政治関連日程等

メイン

為替
円安一服、円高方向へ

 日銀の金融緩和修正への思惑から円買いが進みやすい
 欧米の利下げ観測が高まるにつれ下値を伸ばす

ドル/円予想

120円

株式
前半弱く、後半持ち直しへ

 景気後退懸念から上値重い
 日銀の金融緩和修正への思惑から
日本株が弱い

 欧米の利下げ観測が高まってくるに
つれて、株価全般的が持ち直しへ

日経平均株価予想

28,000円

リスク

為替
再度ドル高円安地合いへ

 米景気は後退を回避。高インフレが継続、利上げが継続されることから、
ドル高・円安が継続。

ドル/円予想

150円

株式
株は上値追いへ

 景気後退に対する懸念が払しょくされ、株価は上値追いへ。
 日本は海外インフレや円安、サービス分野への値上げ波及、賃金上昇もあっ
て「脱デフレ」へ。

日経平均株価予想

32,000円

・台湾総統選
・ロシア大統領選

りそな経済フラッシュ
（2023年度の注目点）

出所:各種報道、bloomberg

2023年 3月 29日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷

 2023年4月以降の主要な注目点をまとめた。日欧米をはじめ主要各国の金融政策の転換と、米国の景気後退に対する注目度が特に高い。
 足元では金融システム不安が景気を下押す可能性にも懸念が高まっている。

米国インフレは
3%台へ低下

・解散総選挙？
・自民党役員人事？

日銀の緩和修正？

米国の
利下げ？

米国景気は
底入れへ

米国の浅い
景気後退

スポーツ
イベント
開催

G7開催
於 広島

統一
地方選

日銀が金融緩和の点検へ

米国・欧州が
利上げを停止へ

米国をはじめ
世界景気の減速

金融システム不安で
景気下押し?


